
Title 北海道大学埋蔵文化財調査室ニュースレター　第5号

Description 特集 焼失住居祉

Issue Date 2009-03

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/53511

Type journal

File Information NL05.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP
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特集 焼失住居祉
焼失{iJ'+JiI~とは、れやj毛般材などの{ìJ'+の ì'fI)材が焼けて炭化した状態で発iJiT\された住肘J:Jtです。 IJ:iI:J 

は「しj と市はせ、大地にjii り 付けられたえ~造物( I泣市'}j といいます)の，江|床で使います。地LLlIを刷
りくぼめてば 1m をあ'，'f~ した住肘を II:\~ ンミイ L J;:'~ J といいますが、 1尖化した他物の ì~il)~イは 、 l窪穴住)，'=i-J:iI~の!ボ

I(IÎや竪火を立I~める 1 :( I従 |て」や「よI~ I-:J といいます)の'1'に伐されています。jA化材がHJ'Tの卜J寸{o

'1')'キ11みをそのままぶしているような状態で発μされることや、 HJ片を廃絶する|際に u丑を解体して、立
|火11切に燃やしたような状態で作認されることもあります。 uせが燃えたj点|大|が失火や放火とは|出らない
ので、はじめヵ、ら「火災住人';-JJ.tJと|析jとすることはできません。
また、炭化材の樹桁を司，'iJべる ことで、、'iII ~'J:の建築技術や辿跡NiJJLlのi:lllI位以境を推iJ三することもでき

す。本特集では、焼失れそ)，';-tLtを通して、よ1!l)I':長文化財のヴ:1探I'i<Jな研究の引場を五日介します。

企K39遺跡人文・社会科学総合教育研究棟地点で発見された第1号竪穴住居祉(HP01)の調査状況

竪穴内の調査を進めていく途中で炭化材・焼土が多量に発見された。竪穴住居の上屋(垂木・柱など)が焼け

て埋まった状態と推定された。続縄文文化前葉(約2000年前)0 2001年発掘調査実施。(十字状の土壁は地層

観察のために掘り残したもので、本来の竪穴住居の形態とは関連しない)



北大札幌キャンパス内から発見された焼失住居祉

-サクシュコト二川とセロンペツ川

サクシュコト二川の周囲

で発見された埋没河川

続縄文・擦文文化の

大規模な造跡
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企K435遺跡で発見された焼失住居祉にみら
れた炭化材の分布状態。多くが垂木。

....恵迫寮地点で発見された焼失住居祉に

みられた炭化材の分布状態。
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企弓道場地点で発見された焼失住居士止に

みられた炭化材の分布状態。
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企人文・社会科学総合教育研究棟地点の焼失

住居I止にみられた炭化材の分布状態。

(全体の約半分を調査)



斜めの屋根と日本の気候

桂木が|立接地IrlIに桜

する構造にな ります。住

)~I~ー の III :Xで Tfr木 を文えるのが 「株木」 、れをつないで用木を文えるのが

「砧」で、す。桁に11'1:交 して唯木がかからないのが 「梁」で、す。焼失{iJI;-N:

の炭化材の分析か ら 、 J察文文化の~ン\:{1: )，1+のj引恨構造は、4本の i::H:を

4 本の桁で~JH:ll i し て 、 4 )i p'lJにj壬似1(liが似斜する 「告:似」であったと必

il:されます。

焼失住居祉から発見された炭化材の樹種同定

オニヴルミ J IIJ.! hlll .~ 川 /("'1111ρ， 1 /(1

EE 
トネリコ属 {丹αxin.us)

企竪穴住居の上屋に利用された樹木

樹種同定の結果、続縄文文化 (約2000年前)では、多種類の樹木が上屋構築
に利用されていますが、擦文文化 (1300年前-800年前)では、 トネリコ属や
ヤナギ属の利用が多くなると考えられます。これらの樹木は扇状地末端から

低地にかけてみられるものです。
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トネリコ属 (Fraxinusspp_) 
例えばヤダチモ

企炭化材の電子顕微鏡画像
上の写真は焼失住居祉で発見された炭化材の組織構造を撮影したものです。

樹木の年輪
(横に切断した場合)

1¥ンノキ属 (Alnusspp_) 
例えばケヤマハンノキ

2・

4・えられています。

A焼失住居の埋まり方 三
薬学部研究棟地点第 1号竪穴住居士止(擦文文化前期)=
に基づいて模式図を作成。

棟木Y!ni澗 な 円本;の気候 で

作り が合ムIIHI句です。).li:t恨

材を支えてft_Ci斜をつくる

;，mt~-が「市i木」です。 iiJぞが

地 |二に現れない15火点で、

は 、 j可k~1え は傾斜 をもった

竪穴住居の構造• 

企部材の名称企「家屋文鏡」

巧ー11，''(:の訓先では{tJ，l;ーのようなu;造物を

地|川

と11i]じ1(liをJぷI(!Iとする ものが 「平地式J

ば I(IÎ の 十1\I~ hl で、 3 つ に I;{分しています。

j山I(IIより 1")し¥イ¥iiiJ'tにJぷ1(liをもつものを r1: ，') 

そして地IniをiJn:りくぼめて床1rlIをl
l
l
」卜、ぶ休

です。'lj:点は、メミ良

り lけたり~111'ζj採111-担初、ら山 1:した 111"J:j'i文化の

~jl ， ij ~J'~ です。 鋭の汗 IÜÎ (銑'??)に 4つの住

作るものが r l:~~ ン'(式 J

， 、 ンノキ腐 L\1"'I .~)
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ハンノキ属 パ印刷
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1--と)1~ iJ:; I'，'，'j J.ぶ式、イ{が、ILl出

|、ーがlFE火式の辿ー物をぷ引 したものだと

. 失火か焼却か

燃X')(化の焼失f tJ， I +1I1~には 、 竪 ン'( の A{~ I際

に 1:がよIIIまりはじめた後に、れやj到公判 が

物が i"Niかれているので 「家h~)( j涜 」

れて います。

式、

す。也市H、干の失火燃えた 'J，砂-IJが多くあり

擦
文

や欣火、いわゆる火災ではないようです。

、!?川二の人たちはいかなる_flIJ111で住民を燃や

ト ゴ
「竪穴住居祉の床

したのでしょうか。
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ドエケ壁ぎわの土

。
に 上屋が焼けて蹴した

焼土 -炭化材

ζ〉



• 樹種同定を行うまでの作業手順
~:v'.t 午前 HíJごの 1f' fl ，~ は 、 11";-\::rl. を発 ~1L1\1制作以

)vrで、採取するjJt]fl ，~、 '1包(-~~'i1)技 gl長~~計三のた

めにliA料を))111'.・品liJ~{冬する ;Mfl，~ 、 '1)"._!.'叶jilt

;;:ラおよび砂nilHiJI-じを行う;Jt]fl，lの3つに大き

く分かれます。

U~ イヒイヰの庁:II I JI包 p~~ ダIJ のヰIj:11女と、 引/1:.のj針

本の本 ì~:I~ (木材にあたるところ)の細胞II~~

ダIJのヰ竹放 とを比11攻し、11 iJ iとを1Tいまマ「。

HUSTEP講義の実施

~"'〆F
~、

Jヒ1M道人:'I1;I，l J~Jf({γ:フログラム (IIUSTEP) による

1 kll際交流科11の誹誌が、 、|勺J比20イ|ミ12)J 1511、よII¥}I':説文

化財It)ifJ台本で行われました。昨年にひきつづき、 c-)) 111 

''/:/1:.を対象にihiij完されたテーマは過去のJぷ坑利川、

ヰIj:[こイIIIIJ'I}、lの「う|じ!よ!森林丈化と j本坑との11・jわり Jにつ

いてです。柿|刈泣跡の1'1¥1..本料ーの粘H'IT(IIi]A:をおこな

ている北大j良中点I~J~~ 'I Iちにのイi)[ヲUiとよII¥}i:抵文化財訓l

ff+ilが11/，lil':l日となってlill-誌が進められました。ffffjf:

/[ ~が'ぷ |僚の 1'1\ 1 .. 資料-(こ f(j1!~"1ながら日'~IY J を IL'rJ き、 f引川

する場/(IIも比 られました。

(編集一後互づ
焼失住居士止では、 l丑恨など、の上屋構造について

の情報や、遺跡周辺の森林環境の推定に必要な↑117

械が多く伐されています。l友化した木材を分析す

るためには、建築学や植物学などの機々な分野か

らの|出力が必要です。今1"1は、過去の人々の住ま

いに凶する研究の一端をご紹介しました。 (守届)
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炭化材 金 一白金蒸着 樹種同定

第2回 調査成果報告会の実施

、|勺J比21イド2)JI/III(I:)にγ:訓示交流会的'f!J13会1;品市で、 !:H 21111 

市Id針)J比J札制作会を1J二し 1ました。 iiliW，;の年代と火II/Jj(Jをテー

マに取り 1 .. げたW~ II:会では、ノドドJJt dJM任 した 2 つのj世以

や、十IWI人jで発凡された火11/以 ・j也ぷの版刷、の発ぷが千「われ、がJ

50tlの)j々 に乍:内外から参))川、ただきました。また、 Jよ，J)vi'を.1:111.

11必)(イ七 tt~・ dJiiJ ffネ:rこ移動し、 づlHJn \I ViiJ ff で寸E凡された資料の d~~ /Y Jも

ii"われました。
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